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1 自 己 紹 介

 笘 廣 啓 史

 21年度2次隊
2009・9/28～

2011・9/27

 派遣国 タイ王国

 職種

特別支援教育



自己紹介 その2

 58歳まで 主に乙訓地域の学校勤務

長岡第三小学校 長岡中学校

長岡第二中学校 長岡第五小学校

長岡第三中学校 第二乙訓中学校

現在は

京都海外協力協会

母校(高校)の同窓会

タイ・ラオスに関わる活動

<アルバイトと趣味の旅行>



「クルンテープ・マハーナコーン
・アモーンラッタナコーシン・マヒ
ンタラーユッタヤー・マハーディ
ロック・ポップ・ノッパラット・ラー
チャタニーブリーロム・ウドムラ
ーチャニウェートマハーサター
ン・アモーンピマーン・アワター
ンサティット・サッカタッティヤウ
ィサヌカムプラシット」



イン神（インドラ、帝釈天）がウィッサ
ヌカム神（ヴィシュヴァカルマン神）
に命じてお作りになった、神が権化
としてお住みになる、多くの大宮殿
を持ち、九宝のように楽しい王の都
、最高・偉大な地、イン神の戦争の
ない平和な、イン神の不滅の宝石
のような、偉大な天使の都

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%89%E3%83%A9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B8%9D%E9%87%88%E5%A4%A9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%B4%E3%82%A3%E3%82%B7%E3%83%A5%E3%83%B4%E3%82%A1%E3%82%AB%E3%83%AB%E3%83%9E%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A8%E3%83%A1%E3%83%A9%E3%83%AB%E3%83%89%E4%BB%8F


長い正式名称の中にはバンコクという言葉は入っていません。実は「水

の村」を意味する「バーンマコーク」というアムラタマゴノキの植物の名前
が由来だと言われています。



2 配属先
・マハサラカム県(首都
クルンテープから北東
475キロ、イサーン中央
部)

・マハサラカム・ラジャ
パット大学教育学部附
属特別教育センター



3 要請内容(活動内容)

特別支援教育(障害児教育)

① 障害のある子どもたちの授

業の支援

在籍 60名

登校 30数名

4グループ



授業の様子

但し学校ではない







マハサラカム県での施設は2ヶ所
センターには自閉症児はいない

指導者は教員(公務員ではない)、保護
者雇用、保護者



② 障害児教育学科の学生へ
の支援

圧倒的に女子学生
多すぎる実習(子どもから)







③ 未就学児・生徒への対応
マハサラカム県で100名以上





地域の行事も積極的に







ミスマッチ



4  日本語の授業
日本語を教えて欲しい。



ナコンパノム、ウボンラチャターニの
高校2年生
日本にあってイサーンに無いものは？
知っている日本語は？



5 任地での生活

 気候：熱帯モンスーン 雨季と乾季

 (生活費・住居費の支給)→為替に泣く

 言葉

 高床式の住居



食事(屋台、飲料
水)→下痢には注
意

医療

交通手段 バス、
ソンテゥ、トゥクトゥ
ク(サムロー)、バ

イク、タクシー、人
力車、航空機、鉄
道

歩くのは嫌い







治安：良い、但し、夜間外出禁止令
タクシン派と反タクシン派

100人近い死者 日本人カメラマンも
スワンナプーム国際空港の閉鎖



6 国民性の理解(異文化理解)

<地域に溶け込む>

 文化の違い→マイ
ペンライ

 貸したお金は

 約束は

 「ノー」と言わない

 「忘れた」はOK

 学校に予定はある
のか

 先生は尊敬の対象

 先生の頭より低く



×は正解

上座部仏教

 ニューハーフ

バイシー



 人に迷惑をかける

 謝らない、怒らない
→バスの故障

 環状線での話

 道を歩くのは

 一人は嫌い

 日本人を紹介して

 食事は作らない

 王室への感情

 学校の休憩時間は

 先生は土足、生徒

は上履き?

 曜日の色



大切な生まれた曜日
 輪廻転生

 托鉢

洪水

 「日本は何故、先進国

になったの」



7 ラオスの教育状況をちょっと

























8 最後に

 危機管理の最後は
日本人





ご静聴 ありがとうございました。


